

























1. ｢柔道用語による共生日本語｣vs.｢標準日本語｣(齋藤孝滋 2007) 
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  同 2007「柔道の試合における礼行動の変容に関する事例的研
究」フェリス女学院大学日本語教育学論究｣3 
 同  2008a「共生言語としての重要用語をもととした変容日本
語の特徴」齋藤孝滋編『日本語・日本文化の発信・受容・変
容に関する基礎的研究』DTP出版 
 同  2008b「IJFルールにおける礼法・挨拶行動の事例的研究」
齋藤孝滋編『日本語・日本文化の発信・受容・変容に関する
基礎的研究』DTP出版 
陣内正敬 2007 「若者世代の方言使用」『シリーズ方言学 3 方
言の機能』岩波書店 
トレバー・レゲット1993『日本武道のこころ』サイマル出版会 
村田直樹2001『嘉納治五郎師範に学ぶ』日本武道館 
野口宏水 2007「世界マスターズ柔道選手権大会 ブラジル・サ
ンパウロ」『柔道』9月号 
 
[付記] 本シンポジウム開催後の日本学術会議公開講演会「日本語の将来 
(2010年9月9日開催、於日本学術会議講堂)における御講演：木部暢子氏 
「方言の多様性から見る日本語の将来」の中に、本シンポジウムとも関連 
する興味深い指摘がみられたことを付記しておきたい。 
